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令和２年７月２日 
会 議 資 料 

10.3 48.9 27.0 8.1 5.8 

0% 25% 50% 75% 100%

n=1,354

是非参加したい 参加してもよい

参加したくない すでに参加している

無回答

3.2 

34.8 47.5 6.3 8.3 

0% 25% 50% 75% 100%

n=1,354

是非参加したい 参加してもよい

参加したくない すでに参加している

無回答

12.3 

8.2 

11.2 

15.6 

13.2 

24.7 

36.6 

8.6 

16.3

21.6

4.1

11.8

0% 25% 50% 75% 100%

配食の手伝い

調理

掃除・洗濯

買物代行

外出同行

（通院、散歩など）

ゴミ出し

見守り、声かけ

サロンなど、

通いの場のサポート

外出時の送迎

できない

その他

無回答

n=1,354

46.0 

52.2 

30.9 

43.0 

16.7 

3.9 

4.6 

16.2 

23.8

1.3

9.7

4.3

0% 25% 50% 75% 100%

運動をする

バランスの良い食生活

ストレスをためない

十分な休養・睡眠

生きがい・やりがいを持つ

お酒を飲まない・飲み過ぎない

タバコを吸わない

歯や口腔の健康

人との交流を持つ

その他

特に何もしていない

無回答

n=1,354

 
 
 
 

１ 調査の概要 

（１）調査の目的 

「中津川市第８期⾼齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」の策定にあたり、今後の保健福祉⾏政に
役⽴てるために、市⺠の皆様の普段の⽣活や健康などに関して調査を実施するものです。 

（２）調査対象・回収等 

 介護予防・ 
日常生活支援
ニーズ調査 

在宅介護実態 
調査 

サービス 
未利用者実態

調査 

若年者実態 
調査 

施設サービス
利用者実態 

調査 

ケアマネジャー
実態調査 

調査対象 

中津川市に居住
する介護認定を
受けていない65
歳以上の一般高
齢者 

介護認定の更
新・変更申請を
おこなった在宅
の要介護認定者
及びその介護者 

中津川市に居住
する介護サービ
ス未利用者 

中津川市に居
住する 40～64
歳までの２号
被保険者 

中津川市に居
住する施設サ
ービス利用者 

中津川市内事
業所のケアマ
ネジャー 

調査方法 
対象者へ郵送に
て調査 

郵送または調査
員による直接聞
き取りにて調査 

対象者へ郵送にて調査 
対象者へ施設よ
り配布にて調査

対象者へ直接配
布にて調査 

調査期間 
令和元年 12 月 
10 日～12 月 
23 日 

令和元年９月 
１日～令和２年
１月 31 日 

令和元年 12 月 10 日～12 月 23 日 

配布数(Ａ) 2,000 通 
郵送：436 通 

調査員：305 通 
計 741 通 

300 通 1,000 通 200 通 134 通

回収数(Ｂ) 1,354 通 536 通 172 通 480 通 169 通 125 通

回収率(Ｂ/Ａ) 67.7％ 72.3％ 57.3％ 48.0％ 84.5％ 93.4％

 

２ 調査結果 

（１）介護予防・日常生活支援ニーズ調査 

① 調査対象者の属性 

 ■ 性別 ■ 年齢 ■ 居住地区 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

② 地域活動等について 

○参加者として地域のグループ活動等に参加意向のある⽅は約６割（「是⾮参加したい」＋「参
加してもよい」）。 

○企画・運営として地域のグループ活動等に参加意向のある⽅は約４割（「是⾮参加したい」＋
「参加してもよい」）。 

○地域でできる⽀援をみると、「⾒守り、声かけ」、「ゴミ出し」で⾼い。 

■ 参加者として地域のグループ活動等に ■ 地域でできる支援 

参加してみたいか 

 
 
 
 
 
 

■ 企画・運営として地域のグループ活動 

等に参加してみたいか 

 

 
 
 
 
 
 
③ 健康について 

○現在の主観的健康感は、約８割がよいと感じている（「とてもよい」＋「まあよい」）。 
○健康のために気をつけていることでは、「バランスの良い⾷⽣活」、「運動をする」、「⼗分な休

養・睡眠」で⾼い。 

■ 現在の主観的健康感 ■ 健康のために気をつけていること 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

令和２年度 中津川市 

介護に関するアンケート調査報告書概要 

65～69歳

24.1%

70～74歳

25.9%
75～79歳

22.8%

80～84歳

15.6%

85～89歳

8.9%

90～94歳

2.5%

95～99歳

0.2%
100歳以上

0.0%

n=1,354

中津川

ゾーン

34.0%

根ノ上

ゾーン

17.1%

木曽川

ゾーン

16.1%

付知川

ゾーン

32.8%

n=1,354

男性

46.2%女性

53.8%

n=1,354

とてもよい

10.3%

まあよい

69.3%

あまり

よくない

15.7%

よくない

2.2%

無回答

2.5%

n=1,354

資 料 ５
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45.2 

6.9 

28.9 

71.9 

1.7 

1.7 

0% 25% 50% 75% 100%

市

認知症疾患センター

認知症専門医

地域包括支援センター・

在宅介護支援センター

その他（市以外）

無回答

n=363

8.1 

1.6 

2.2 

1.1 

53.4 

2.7 

30.9

0% 25% 50% 75% 100%

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が

仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が

転職した

介護のために仕事を辞めた

家族・親族はいない

わからない

無回答

n=446

④ 介護保険について 

○介護保険のサービスと介護保険料負担について、「サービスは最低限でよいから、保険料はな
るべく安い⽅がよい」が最も⾼い。 

○介護保険料については、約６割が⾼いと回答している（「⾼い」＋「やや⾼い」）。 

 ■ 介護保険のサービスと ■ 介護保険料についてどう思うか 

介護保険料負担について  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 認知症について 

○認知症の症状がある、または家族に認知症の症状がある⽅は１割強。 
○認知症に関する相談窓⼝を知っている⽅は３割弱程度おり、知っている相談窓⼝では、「地域

包括⽀援センター・在宅介護⽀援センター」が最も⾼い。 
■ 認知症の症状がある、または家族に認知症の症状がある 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 認知症に関する相談窓口を知っているか ■ 知っている相談窓口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）在宅介護実態調査 

① 調査対象者の属性 

 ■ 性別 ■ 年齢 ■ 要介護度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 介護の状況について 

○家族・親族から介護してもらっている⽅は約８割いる状況。 
○その中で主な介護者は「⼦」が約半数を占めている。 
○家族・親族の介護による退職・転職状況では、「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいな

い」が最も⾼い。 
 
 ■ 家族・親族から介護してもらう頻度 ■ 主な介護者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ■ 家族・親族の介護による退職・転職状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

サービスは最低

限でよいから、

保険料はなるべ

く安い方がよい

34.6%

保険料もサービ

ス内容も今の水

準程度がよい

31.8%

保険料が多少高

くても、サービ

ス内容が充実し

ている方がよい

14.7%

その他

7.8%

無回答

11.2%

n=1,354

高い

33.5%

やや高い

30.4%

妥当である

13.2%

やや安い

0.1%

安い

0.4%
わからない

16.2%

無回答

6.3%

n=1,354

はい

11.5%

いいえ

84.3%

無回答

4.2%

n=1,354

はい

26.8%

いいえ

65.1%

無回答

8.1%

n=1,354

65～69歳

3.5%

70～74歳

7.1%

75～79歳

11.4%

80～84歳

17.4%

85～89歳

29.1%

90～94歳

24.4%

95～99歳

6.7%

100歳以上

0.4%

n=536

男性

32.6%

女性

67.4%

n=536

ない

12.5%

家族・親族の

介護はあるが、

週に１日よりも

少ない

9.3%

週に１～２日

ある

8.2%

週に３～４日

ある

4.9%

ほぼ毎日ある

60.8%

無回答

4.3%

n=536

配偶者

26.0%

子

47.8%

子の配偶者

18.6%

孫

0.9%

兄弟・姉妹

2.2%

その他

3.6%
無回答

0.9%

n=446

要支援１

10.1%

要支援２

12.7%

要介護１

27.8%要介護２

21.3%

要介護３

12.7%

要介護４

9.9%

要介護５

5.6%

不明

0.0%

n=536
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18.3 

17.4 

19.0 

16.6 

14.6 

27.4 

29.5 

23.1 

22.6

6.3

19.4

10.6

0% 25% 50% 75% 100%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特にない

無回答

n=536

 
 
 
 

22.9 

17.5 

16.6 

21.5 

4.5 

7.2 

5.4 

10.8 

1.3

24.2

4.9

7.2

0% 25% 50% 75% 100%

自営業・フリーランス等のため、勤め先はない

介護休業・介護休暇等の制度の充実

制度を利用しやすい職場づくり

労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）

働く場所の多様化

（在宅勤務・テレワークなど）

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・相談担当者の

設置

介護をしている従業員への経済的な支援

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

n=223

33.1 

46.5 

21.5 

41.3 

29.1 

9.9 

6.4 

12.2 

0% 25% 50% 75% 100%

在宅介護や在宅医療の

相談窓口の充実

定期的に訪問診療や

訪問看護が受けられる体制

24時間対応の在宅医療体制

容態急変時や必要時の

入院体制

医療・介護関係機関の

連携強化

看取りについての相談窓口

その他

無回答

n=172

45.9 

23.8 

20.3 

12.2 

16.9 

11.0 

23.8 

3.5 

5.2

1.7

4.7

18.6

0% 25% 50% 75% 100%

認知症予防

相談窓口

生活習慣病の予防

高齢期のうつ予防

食生活（栄養など）改善

口腔機能（のみこむ、かむこと）の向上

気楽に集える場づくり

健康スポーツの推進

趣味・教養教室などの生涯学習の充実

地域活動、ボランティア活動への支援

その他

無回答

n=172

③ 在宅生活での支援・サービスについて 

○在宅⽣活を今後も続けていくために、「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」、「外出同⾏（通
院、買い物など）」、「⾒守り、声かけ」、「サロンなどの定期的な通いの場」といった⽀援・サ
ービスを望む声が多い。 

■ 在宅生活を今後も続けていくために必要な支援・サービス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 介護と就労について 

○主な介護者の約４割は何らかの形態で就労している。 
○仕事と介護の両⽴に効果があると思う勤め先からの⽀援では、「特にない」や「⾃営業・フリ

ーランス等のため、勤め先はない」といった回答が⾼いが、「労働時間の柔軟な選択（フレッ
クスタイム制など）」、「介護休業・介護休暇等の制度の充実」、「制度を利⽤しやすい職場づく
り」でも割合は⾼い。 

 
 ■ 主な介護者の勤務形態 ■ 仕事と介護の両立に効果があると思う 

 勤め先からの支援 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）サービス未利用者実態調査 

① 調査対象者の属性 

  ■ 性別 ■ 年齢 ■ 要介護度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 今後について 

○在宅医療や在宅介護の課題として整備が必要だと思うことは、「定期的に訪問診療や訪問看護が
受けられる体制」、「容態急変時や必要時の⼊院体制」で⾼い。 

○今後、充実してほしい健康づくりや介護（認知症）予防施策をみると、「認知症予防」が最も
⾼い。 

 ■ 在宅医療や在宅介護の課題として ■ 今後、充実してほしい健康づくりや 

 整備が必要だと思うこと 介護（認知症）予防施策 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

フルタイムで

働いている

20.0%

パートタイムで

働いている

21.6%
働いていない

40.5%

主な介護者に

確認しないと、

わからない

0.9%

無回答

17.0%

n=536

 

65～69歳

5.8%

70～74歳

8.1%

75～79歳

14.0%

80～84歳

25.0%

85～89歳

27.3%

90～94歳

14.5%

95～99歳

4.1%

100歳以上

1.2%

n=172

要支援１

32.0%

要支援２

15.1%
要介護１

11.0%
要介護２

10.5%

要介護３

2.3%

要介護４

2.9%

要介護５

7.0%

わからない

5.8%
無回答

13.4%

n=172

男性

38.4%

女性

61.6%

n=172
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45.3 

25.6 

3.5 

5.2 

7.6 

5.8 

5.8 

9.3 

20.9

0% 25% 50% 75% 100%

現状では、サービスを利用する

ほどの状態ではない

家族が介護をするため必要ない

以前利用していたサービスに

不満があった

利用料を支払うのが難しい

利用したいサービスが

利用できない、身近にない

住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを

利用するため

サービスを受けたいが手続きや

利用方法が分からない

その他

無回答

n=172

 
 
 
 

50.0 

24.4 

30.4 

17.9 

5.6 

36.3 

16.5 

25.2 

1.9

10.4

2.5

0% 25% 50% 75% 100%

市や社協などの広報紙

パンフレット

インターネットのホームページ

回覧板

民生委員

介護に関する各種窓口

サービスを提供する専門職

医療機関

その他

わからない

無回答

n=480

③ 介護保険サービスについて 

○介護保険サービスを利⽤していない理由は、「現状では、サービスを利⽤するほどの状態では
ない」、「家族が介護をするため必要ない」で⾼い。 

○介護保険のサービスと介護保険料負担について、「サービスは最低限でよいから、保険料はな
るべく安い⽅がよい」が５割弱。 

○介護保険料については、約６割が⾼いと回答している（「⾼い」＋「やや⾼い」）。 

■ 介護保険サービスを利用していない理由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ■ 介護保険のサービスと ■ 介護保険料についてどう思うか 

介護保険料負担について  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）若年者実態調査 

① 調査対象者の属性 

  ■ 性別 ■ 年齢 ■ 居住地区 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 介護保険に関する情報提供について 

○介護保険に関する情報は、⼊⼿できている⽅が３割弱（「かなり⼊⼿できている」＋「ある程
度⼊⼿できている」）、⼀⽅で⼊⼿できていない⽅が７割強（「あまり⼊⼿できていない」＋「⼊
⼿できていない」）。 

○介護保険に関する情報は、「市や社協などの広報紙」、「介護に関する各種窓⼝」、「インターネ
ットのホームページ」を通じて提供すべきという声が多い。 

 ■ 介護保険に関する情報は ■ 介護保険に関する情報は、 

どの程度入手できているか どのような媒体を通じて提供すべきか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

サービスは最低

限でよいから、

保険料はなるべ

く安い方がよい

44.8%

保険料もサービ

ス内容も今の水

準程度がよい

20.3%

保険料が多少高

くても、サービ

ス内容が充実し

ている方がよい

13.4%

その他

6.4%

無回答

15.1%

n=172

高い

33.1%

やや高い

25.0%

妥当である

12.2%やや安い

0.0%

安い

0.6%

わからない

18.6%

無回答

10.5%

n=172

40～44歳

12.1%

45～49歳

18.1%

50～54歳

19.6%

55～59歳

24.2%

60～64歳

26.0%

n=480

中津川ゾーン

34.8%

根ノ上ゾーン

19.4%
木曽川ゾーン

13.5%

付知川ゾーン

32.3%

n=480

男性

47.7%
女性

52.3%

n=480

かなり入手で

きている

2.9%

ある程度入手

できている

23.1%

あまり入手

できていない

41.0%

入手できて

いない

30.2%

無回答

2.7%

n=480
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要支援１

0.0% 要支援２

2.4%

要介護１

6.5%

要介護２

17.2%

要介護３

17.8%
要介護４

33.7%

要介護５

13.0%

わからない

1.2%

無回答

8.3%

n=169

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

39.1 

19.5 

15.4 

0.0 

16.0 

42.6 

11.2 

16.0 

4.7

0% 25% 50% 75% 100%

家庭では専門的な介護ができないから

先々が心配だから

すぐには入所できないと聞いていたので、

あらかじめ申請していたら入所できた

在宅介護は施設入所よりも

金銭的負担が大きいから

介護者の体調がすぐれないから

家族の負担が大きいから

まわりからすすめられたから

その他

無回答

n=169

3.6 

63.9 

17.2 

39.1 

1.8 

3.0 

0.6 

6.5 

2.4

0% 25% 50% 75% 100%

市から提供された

情報にもとづいて選んだ

ケアマネジャーに相談して選んだ

かかりつけ医（医療機関等）

に相談して選んだ

家族・知人に相談して選んだ

いくつかの施設を見学して選んだ

施設のパンフレットや

ホームページを見て選んだ

インターネットの介護サービス

情報公表制度を活用して選んだ

その他

無回答

n=169

③ 介護について 

○家族などを介護した経験はない⽅が約半数を占めている。 
○⾃分⾃⾝に介護が必要になった場合、⾃宅で介護を受けたい⽅は約４割（「⾃宅で、家族など

を中⼼に介護を受けたい」＋「⾃宅で、訪問介護や通所介護などを活⽤しながら介護を受けた
い」）。 

○家族に介護が必要になった場合、⾃宅で介護をしたい⽅は約５割（「⾃宅で、家族などを中⼼
に介護をしたい」＋「⾃宅で、訪問介護や通所介護などを活⽤しながら介護をしたい」）。 

○介護保険のサービスと介護保険料負担について、「保険料もサービス内容も今の⽔準程度がよ
い」が約半数を占めている。 

○介護保険料については、５割弱が⾼いと回答している（「⾼い」＋「やや⾼い」）。 

■ 家族などを介護した経験 

 
 
 
 
 
 
 

 

 ■ 今後あなた自身に介護が必要に ■ 今後あなたの家族に介護が必要に 

なった場合、どのようにしたいか なった場合、どのようにしたいか 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 ■ 介護保険のサービスと ■ 介護保険料についてどう思うか 

介護保険料負担について 

 

 
 
 
 
 
 
 

（５）施設サービス利用者実態調査 

① 調査対象者の属性 

  ■ 性別 ■ 年齢 ■ 要介護度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 施設利用について 

○施設を利⽤した理由は、「家族の負担が⼤きいから」、「家庭では専⾨的な介護ができないから」
で⾼い。 

○施設を選ぶ時に相談した相⼿や機関について、「ケアマネジャーに相談して選んだ」、「家族・
知⼈に相談して選んだ」で⾼い。 

 ■ 施設を利用した理由 ■ 現在、入所（院）している施設を選ぶ時に、 

  誰に相談したか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

現在、同居の

家族などを介

護している

9.4%

現在、別居の

家族などを介

護している

7.7%
以前、家族な

どを介護した

ことがある

31.0%

今まで介護の

経験はない

49.8%

無回答

2.1%

n=480

自宅で、家族など

を中心に介護を

受けたい

6.0%

自宅で、訪問介護

や通所介護などを

活用しながら介護

を受けたい

32.7%

施設や病院などに

入所（入院）

したい

44.0%

その他

2.3%

わからない

12.7%

無回答

2.3%

n=480

自宅で、家族

などを中心に

介護をしたい

6.3%

自宅で、訪問

介護や通所介

護などを活用

しながら介護

をしたい

47.9%

施設や病院な

どに入所（入

院）させたい

31.7%

その他

1.9%

わからない

9.4%

無回答

2.9%

n=480

サービスは最低

限でよいから、

保険料はなるべ

く安い方がよい

11.7%

保険料もサービ

ス内容も今の水

準程度がよい

52.1%

保険料が多少高

くても、サービ

ス内容が充実し

ている方がよい

21.9%

その他

11.3%

無回答

3.1%

n=480

高い

15.0%

やや高い

31.5%

妥当である

23.8%やや安い

1.7%

安い

0.6%

わからない

25.0%

無回答

2.5%

n=480

64歳以下

4.7%
65～74歳

5.3% 75～80歳

7.7%

81～84歳

16.0%

85～89歳

26.6%

90歳以上

37.3%

無回答

2.4%

n=169

男性

22.5%

女性

76.3%

無回答

1.2%

n=169
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33.3 

0.0 

0.0 

91.7 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

時間の調整が

困難なため

費用を請求されるため

個人情報保護による

情報開示が困難なため

協力関係ができて

いないため

その他

無回答

n=12

 
 
 
 
 
 

30.8 

61.5 

23.1 

15.4 

30.8 

23.1 

15.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

介護従事者の医学に関する

知識や理解が不足している

医療関係者の介護保険に関する

知識や理解が不足している

お互いに多忙で連絡がとれない

個人情報の保護の観点から情報が

共有されない

交流の場がない

誰と連絡をとればいいのかわからない

その他

無回答

n=13

23.2 

35.2 

29.6 

46.4 

26.4 

32.8 

5.6 

6.4 

0% 25% 50% 75% 100%

医師・歯科医師がケアマネジャー

の相談を受け付ける時間

「ケアマネタイム」を設ける

在宅療養者の情報を共有するための

ＩＣＴの導入や統一的なフォーマットを

作成する

医療・介護の連携マニュアルを作成する

医療関係者と介護関係者が

情報交換できる交流の場を確保する

在宅療養者の緊急時用の

ベッドを確保する

関係者のためのネット上で連絡が

とれるような仕組みを構築する

その他

無回答

n=125

32.8 

30.4 

28.8 

31.2 

34.4 

20.0 

44.8 

18.4 

12.0

7.2

6.4

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

介護予防（健康づくりなど）の充実

生きがい活動（スポーツ、レクリエーション、

文化、地域活動など）の拡充、支援

働き場所（シルバー人材センターなど）

の確保

認知症高齢者対策（相談体制、

家族支援など）の充実

高齢者を地域で見守る意識の高揚

施設介護サービス（特別養護

老人ホーム、老人保健施設など）の充実

自宅で生活するための

介護サービスの充実

相談窓口（市、地域包括支援センター

など）の充実

高齢者に配慮した公営住宅の提供

権利擁護の充実

その他

無回答

n=125

（６）ケアマネジャー実態調査 

① 地域包括支援センターや医療との連携について 

○地域包括⽀援センターと連携している⽅は約９割を占めている。 
○主治医との連携について、とっていない⽅は約１割（「ほとんどとっていない」＋「とってい

ない」）。 
○主治医と連携をとっていない理由として、「協⼒関係ができていないため」、「時間の調整が困

難なため」となっている。 
○地域包括ケアシステムに取り組むために重要だと思うことは、「家族や近隣住⼈による⾼齢者

の⽣活⽀援」が最も⾼い。 

■ 地域包括支援センターと連携しているか 

 
 
 
 
 
 
 
 

 ■ 利用者の病状やケアプランの内容について ■ 主治医と連携をとっていない理由 

主治医と連携をとっているか  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 「地域包括ケアシステム」に取り組むために重要だと思うこと 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○在宅医療者への⽀援での医療・介護との連携について、連携できていない⽅は約１割（「連携
が不⼗分である」＋「ほとんど連携していない」）。 

○連携がとれていないと考える理由では、「医療関係者の介護保険に関する知識や理解が不⾜し
ている」が最も⾼い。 

○連携に必要だと思うことは、「医療関係者と介護関係者が情報交換できる交流の場を確保する」
が最も⾼い。 

○福祉・介護の充実に今後必要とされるのは「⾃宅で⽣活するための介護サービスの充実」が最
も⾼い。 

 ■ 在宅療養者への支援において、 ■ 医療との連携がとれていないと考える理由 

 医療・介護は連携していると思うか  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ■ 医療・介護の連携をとるために ■ 福祉・介護を充実させていくために、 

 必要だと思うこと 今後必要と思われること 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

している

87.2%

していない

6.4%

無回答

6.4%

n=125

常に

とっている

5.6%

必要なときに

とっている

77.6%

ほとんど

とっていない

8.0%

とっていない

1.6%

無回答

7.2%

n=125

要介護状態の高齢

者を減少させるた

めの介護予防の

促進

21.6%

医療と介護の連携

強化（退院、入院

時の連携強化）

14.4%

家族や近隣住人に

よる高齢者の生活

支援

27.2%

在宅サービスの

充実

13.6%

住み慣れた

地域で暮らす

ための住宅や

施設の確保

10.4%

その他

8.0%

無回答

4.8%

n=125

十分連携して

いる

5.6%

ある程度連携

している

79.2%

連携が不十分

である

8.8%

ほとんど連携

していない

1.6%
無回答

4.8%

n=125




